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私の提言
～我が国は2023年G7議長国として、どのような成果を目指すべきか～
テーマ

2023年、日本は、Ｇ７議長国としてサミットを主催します。
1975年の第１回サミット以来、毎年、参加国首脳は国際社会の様々な課題について率直な意見交換を行い、
その成果を世界に発信してきました。
今、世界は、 自由、民主主義、人権、法の支配といった普遍的価値に基づく国際秩序への厳しい挑戦に晒されて
います。また、気候変動や新型コロナウイルス感染症といった様々な地球規模課題に直面しています。
激動する国際情勢の中、 日本は、国際秩序の維持に向け主導的役割を果たすため、Ｇ７議長国としてどのような
成果を目指し、いかなる取組を行っていくべきでしょうか。これからの時代を担う皆さんの柔軟な発想から
生まれる鋭い政策提言を期待しています。

株式会社イー・シー　
第38回 国際問題プレゼンテーション・コンテスト事務局
送付先アドレス　kokusaimondai@ec-mice.com

外務省国内広報室　03-3580-3311（内線5050）
詳しくは　外務省ホームページ＞会見・発表・広報＞広報イベント
をご覧ください。
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アクセス 地下鉄

　　日本橋社会教育会館

応募資格

〒103ｰ013　東京都中央区日本橋人形町1丁目1番17号
●東京メトロ半蔵門線　水天宮前 (8番出口 ) 徒歩 5分
●東京メトロ日比谷線　人形町 (A2) 徒歩 4分
●都営地下鉄浅草線　人形町 (A6) 徒歩 4分

都バス ●水天宮前徒歩５分

（コミュニティバス）

江戸バス ●人形町駅徒歩２分

会場の
ご案内

参加登録

傍 聴 を
希望の方

どなたでも無料で傍聴できます。傍聴を希望される方は、右記のQRコードから必要事項を記入し、
2022年11月3日までに応募してください。その際､ ①会場での傍聴､ ②オンラインでの視聴の
いずれかを選択し､事前の登録をお願いします。 登録はこちら

出場を希望される方は､右記QRコードから必要事項を記入し、
2022年 7月 29日までにお申込みください。

大学1～ 4年次（短期大学 1～ 3年次を含む）の学生、高等専門学校 4・5年次の学生
及び大学院生（後期博士課程は除く。）（国籍は問いません。使用言語は日本語）。

小論文 参加登録後、小論文を次の①から③までの要領でまとめ、2022年8月31日必着で応募してください。
（別途､応募者宛てにお送りするメール記載の手順に従いご提出ください。）

※個人又は２名からなるチーム（以下「組」）単位とし、メンバーが異なる大学等
に所属する組の参加も可とします。

❶表紙：所定の様式にタイトル、発表内容のキーワード（5個以内）等を記載
❷小論文要旨：A4判 1頁（図表等の使用も可）　❸小論文本文：A4判 5頁以内（図表等を含む）

本　選 書類審査を通過した5組が本選に進み、発表者は持ち時間20分の範囲内でプレゼンを行います。

参加登録はこちら
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